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作問メンバーについて
紹介



3

今年の作問体制

今年は以下のメンバーにご協力いただきました（敬称略）

作問チームリーダー

所属・氏名 役割

株式会社
ＦＦＲＩ

セキュリティ

株式会社
日立システムズ

池澤隆人

茂木裕貴

石田裕貴 作問委員

作問委員

作問委員

早稲田大学 杉山孔亮
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今年の問題について
背景
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今年の問題の方針

今年の問題はマルウェアの動作の予測とした

データの
種類

問題

FFRI Datasetの
形式ほぼ全項目＋
マルウェアの
ファミリラベル

FFRI Datasetの
形式ほぼ全項目＋
MalwareBazaarの

解析API

マルウェアの
ファミリ分類

マルウェアの
動作の予測

2023 2024
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今年のテーマ

表層情報から動作を推定

推定したいシグネチャ以外のシグネチャも提供

表層情報による
動作の推定

「動かした」結果を
「動かさずに」知れたら良い

マルチラベル推定などを用いて
他のラベル情報を活用できるか

推定したいもの
以外のシグネチャ

特徴 概要
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ラベルに関する注意

今回動作ラベルはMalware BazaarのAPI（のうちvxCube）をそのま
ま使用した

あくまでサンドボックス上の解析の結果のため、「本当にある動作が
行われない」のか「本来はある動作を行うがたまたまサンドボックス
上では発現しなかった」のかは分からない

 後者の場合、訓練したモデルは表層情報から「この動作は行わ
れない」と予測してしまうが、実際にはその動作があり得る

理想はハンドラベリングだが、それはかなりの高コストである

とはいえサンドボックスで動かすのもそれなりに手間であるため、そ
の手間を表層情報からの予測で省けるのであれば意義はある

 例えば昨年のファミリラベルはマルウェアを動かさずにyaraで
取ったものなので、その点でいうと今回の方がタスクとしての意義は
ある（と思う）



8

採点とヒントの方針

例年の二極化を改善しデータコンペの初心者にも取り組みやすくする
ため、配布するNotebookのヒントを詳細に書き、ヒントを全部使う
と満点（Writeup点及び順位点除く）がとれるようにした
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問題の回答について
結果



10

データを見ることの重要性

今回模範解答は配布したNotebookの穴埋めに留めている

 そこまでできれば20点（Writeup点と順位点を除いて満点）

データを見るとラベルに対しかなりの不均衡データになっていること
が分かる

 PB 0.80を超えたチームはどこもここに気づいていた感触
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配布したNotebook以上の点がほとんど

取り組んだチームのほぼすべてが20点(0.72以上)は越えた

 

10チーム

PB Score

チ
ー
ム
数

0.72以上 0.80以上

※配布したNotebookを穴埋めするとPBは0.727程度
だが、多少変動があるため、0.72以上を20点とした

3チーム

0.56以上

2チーム

未提出

3チーム
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ヒントは機能していた

今回はかなりヒントを詳しく書いた

 ほぼ穴埋めで、穴埋めも（最後以外は）難しくない

 充実しすぎというフィードバックもあった

（1が参考になった、5が参考にならなかった）
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例年より簡単の方向に倒れた

ヒントを詳細に記載した点、およびタスクとしては2値分類問題であ
ることも要因に思われる

（1が簡単、5が難しい）
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Writeupはクオリティが高かった

グラフを使って可視化するなど、データをきちんと観察できている
チームが多かった

Writeup自体もとても良く書けているチームが多かった
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フリーコメント返し

FFRIデータセットやFEXRDに関してもう少し説明が欲しい

 FFRIデータセットの説明文は付け足す

 FEXRDはリンク先にドキュメントとコードがあるのでそれを参
 考にしてほしい

Writeup強制公開

 参加ハードルが上がりそう

 任意ですが、皆さま是非公開の方をよろしくお願いいたします

中間Notebook発表

 難しそう（良いものを伏せるなどHackできる）

順位のポイント変動が少ない

 順位点はどう頑張っても競技の相手次第で取れない点数のため、
 割合を増やすのが正しいかはなんとも

 ここまでヒントが詳細であれば順位点を増やしても良いかも
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Towards：次回以降

作問にご協力いただける方を募集しています！！！

FFRI Datasetと
同形式のデータを

用いた
表層解析問題

？

2018~2024 2025

来年以降は

未定


